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　 1 ．西南 目本内帯 の 都 市と大地震

　中央構造線を含み それ よ り も北側 の 西 南 日本内帯で は 、ほ とん ど の 大規模な内陸地震 は

大都市に起 こ ると私 は思 っ て い る。 し か も、今後 の 内陸大 地震は 歴 史の 中で 大震 災を経験

して い ない 都 市直下に起 こ る こ と が 多い 。 1943 年鳥取 地震、 1948 年福井地震 、
1

995 年兵庫 県南部地 震な ど、 20 世紀に起 こ っ た大地震 も、み な 県庁所在地 の 直下に 起

こ り、直上 の 都 市に大震 災を もた ら し た。 い ずれ の 都市 もそれ ま で 歴 史 の 中で は直下 の 大

地震が知 られ て い なか っ た 。

　なぜ 、西 日本 の 大地震 は大都市に 起 こ る の か 。 そ の 仕組み をまず 述 べ た い
。 日本 の 浅 い

大地震は 、プ レー ト境界で の 海 の プ レ
ー

トの 沈 み 込 み 運 動に よる マ グ ニ チ ュ
ー ド 8 ク ラ ス

の 巨大 地震 と活断 層帯 の マ グ ニ チ ュ
ー ド7 ク ラ ス の 大規模地震で ある。

　南海 トラ フ に 沿 うプ レ
ー一

ト境界で は 、 90 年か ら 150 年に
一度 とい うよ うな頻度 で 同

じ所が活動す る巨大地震 の 繰 り返 しがある 。 日本海溝や琉球海溝な どもそ の よ うなプ レー

ト境界で あ る 。 北ア メ リカプ レ ー トとユ
ー

ラ シ ア プ レ
ー

トの 境界は 富山湾か ら糸魚川
一静

岡構造線に 沿 っ て 上陸 して い る と考え られ て お り、こ こ が 日本列島の 本州弧 の 連結部に な

っ て い る。
こ の プ レ

ー
ト境界 を北 へ た ど る と、活 動 度は 南海 トラ フ ほ ど で はな い が、 19

64 年新潟地震や 、 1983 年 日本海中部地震、 1993 年 北海道 南西 沖地 震 の よ うな大

規模 な地震が発生 し た プ レ
ー

ト境界が あ る 。

　一方 、 陸地では 活断層帯を動かす大 地震が 起 こ るが 、同 じ活断層 帯で は数百年か ら数千

年に
一

度 とい うよ うな頻度で 大地震 が起 こ る。北陸お よび近畿 の 中北部な ど、中央構造線

よ り北側で 、糸魚川
一

静岡構造線 よ りも西 の 地域 は、地質構造か らは 西南日本内 帯 と呼 ば

れ 、と くに活断層が密集 して 分布 して い る 。 活断層 の 運動 の うちの 上下変動が 、こ の 地域

に大 きな平野 や盆地を発達 させた 。 そ の 平野や 盆地 に 都が置か れ 大都市が 発達 して きた。

したが っ て こ の 地域で は 、活断層帯を動かす大 規模地震 が大都市の 直下 に起 こ る の で ある。

中央構造線よ りも南部 は 西南 日本外帯 と呼ばれ 、陸に 活断層は ほ とん どな く、地 形的 には

広大な山地 を形成 し て い る。

　 こ の よ うに 、日本は 大規模地震 の 起 こ る条件 がそ ろ っ てお り、ほ ぼ 全 国的に 大規模地震

の 発 生す る地域 の 上か 近 くに都市が で きて い る とい える 。 さらに 、マ グニ チ ュ
ー

ド 6 ク ラ

ス の 地震 は、日本列島の よ うな変動帯で は、プ レー ト境界や 活断層 とは 関係な く、ど こ に

で も起 こ る 自然現象で あ り 、 こ の 程 度 の 地震で も局所 的 には被害を出す こ とが あ る 。 した

が っ て 、日本の どこ に い て も、地震に備 え る こ とは 生活 の 基本の
一

つ で ある とい え る。
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図 1　浅い 地震 の 分布。M5 以上 の 地震。 1901 年か ら 1943 年 9 月 9 日　（鳥取地震

　　　の 前 日）ま で の 分布。 こ の 次 の 日に鳥取地 震、約 5 年後 に 福井地 震、 52 年後に兵

　　　庫県南部地震、 57 年後に鳥取県西部地震が起 こ っ た 。
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浅 い 地震 の 分布 。 1901 年か ら 2000 年 10 月 5 日まで の 分布 。 次の 日 に 鳥取

県西部地震が 起こ る。図 1 には なか っ た地 震群が 山崎断層系や三峠断層 系な どに 見

られ る。塗 り つ ぶ した 丸印は 、す で に 発生 し た活 断 層系 の 大 規模地 震を示 す 。
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図 3　 日本列 島 と周辺 の 浅い 地震 （深 さ 0 〜 100km 、M4 以上 ） の 分布図 。 気象庁 の

　　　データ に よ る 1901 年 〜 2000 年 の 地震。

　 2 ．震災 の 軽減

　地震が 発生す る とさま ざま の 種類 の 災害が 起 こ るが 、 2 次的 なもの を除 くと、主 なも の

は 5 つ で ある。 （1 ）活動 した 活断 層をまた ぐ構造物 が壊れ る 、 （2 ）強震動で 弱 い 構造

物 が 壊れ る。（3 ）強震動 で斜 面な ど の 地 盤 が崩壊す る。（4 ＞地盤 の 液状化が 発生 して

被害が 生 じる 。 （5 ）津波が 発 生 して 被害 が生 じる。

　こ れ らの す べ て が 、ど こ に で も起 こ るわ け で はな い か ら 、そ の 地 域 ご とに 関連す る種類

の 被害に 関 して 、発生 の 可 能性 の あ る地震 を想定 し、地 下構造を調査 した結果 を用 い て
、

被害 の 程度 の 地城的分布 を理 論的 に 予測 して 対策 を立 て る こ とが 大 切で あ る。想定 の 精度

を上げるた め には 、調 査 の 精度を上げる こ とが重要で あ り 、し か もそれ に は予 算 と時間 と

人材が必 要で ある。防災 対策は急 ぐ必 要 が あ る と し て も 、 応 急 的に 計画 された 対策 は、常

に 新 し い 情報 を もとに見直す こ とを忘れ て はな らない 。

　西 南 目本内帯 の 活断 層帯 の 地 震活 動は 、南海 トラ フ の 巨大地震の 発生 時期近 くに活 発化

す る と い うこ とが指摘 され て い る。南海 トラ フ の 巨大 地 震の 50 年前か ら 10 年後 まで の

内帯 の 地震は 、同 じ地域の そ の 他の 期間 に 比 べ て約 4 倍に なる 。 また、活動期 の 間 の 静穏

期 の 時間 の 長 さが 、南海 トラ フ の 巨大地震発生 間隔に 関係 して い る。

　 こ の よ うな西 南日本内帯 に 見 られ る地震活動 期 の 地 震の 時間分布 の 統計 モ デ ル を求め 、
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図 4　 日本列 島と周辺 の 浅い 地震 （深 さ 0 〜100km 、M5 以上 ） の 分布図 。 気象庁 の

　　　デ
ー

タに よる 1901 年〜 2000 年 の 地震。

それ と気象庁 の 最近 の 地 震デ ータ を もとに次 の 南海 トラ フ の 巨大地震の 発生時期 を予 測 す

る と、 21 世紀前半の 2040 年頃 となる 。

　南海 トラ フ の 巨大地震 は、活動 期 の た び に 必 らず 発生す る 。

一
方、内陸の 活 断層帯 の 大

規模地震 は、…
つ の 活断層帯に 関 し て 見れば、数百年 か ら数千年の 時間間隔 をお い て 発生

す るか ら、少な くとも、過去数回 の 活動期に 大規摸地震が 発生 しなか っ た活 断層帯の 中に
、

次の 活動期の 大規模 地震が 起 こ る可 能性の 大きい もの が 含まれて い る とい う こ とに なるe

　西 南日本 の 中央構造線 よりも北の 内帯に は 、最近大地 震が起 こ っ て い なか っ た の で大地

震 の 候 補地 が 多い 。数百 年以 上 動 い て い な い 活 断層は み な 次の 地震 の 候補地 で あ る可 能性

が あ る。 こ うい う状態 の 所 に
一

つ 大規模な地 震が起こ る と、 20 世紀前半 を中心 とす る前

回 の 活動期 中に山陰か ら北陸地城 に 見 られ たよ う に 、隣接 す る活 断層帯で 速鎖反 応的に次

々 と地震 が起 こ る場合が多い
。

　 1916 年か ら 1941 年の 明石海峡付近 の
一

連 の 中小規模 の 地震 は 、西 南 目本内帯 の

前 回 の 地震活動期に 起こ っ て い る 。 こ の こ とは 、 1995 年兵庫県南部地震 の 本震の 破壊

が 開始す る場所で 、こ の 地城 の 前回 の 地震活 動期の 間 に 、すで に 小規 模な破 壊 が始 っ て い

た こ とを意味 して い る 。 前回 の 活 動期には それ が 十分成長 しない ま ま静穏期 を迎 え、今回

の 活動期 の 始ま り とともに、一挙に 1995 年 の 六 甲 ・淡路活 断層帯の 大規模地震 に 成長
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図 5　 日本列島 と周 辺 の 浅 い 地 震 （深 さ 0 〜100km 、　 M6 以上 ）の 分布図。気象庁 の

　　　デー
タに よ る 1901 年〜 2000 年 の 地 震 。

した と考 え られ る。

　現 時点で 、余震 と は い えな い 中小 規模 の 地震 が集中 して い る活断層帯は 、山崎断層帯、

花 折断 層帯南部 、 三峠断層帯、中央構造線活断層帯 の 和歌 山県側、養老 断層帯な どがあ げ

られ る。それ らの どれ に今回 の 活動期の 地震が起 こ る か 、また い っ 起 こ るか はわ か らな い

が、活動履歴 の 調査か ら、今後数 10 年 の 発生確率が 0 パ ー
セ ン トと求め られ て 、安全が

確認 され るまで は 、い つ 地震が 起 こ っ て もい い よ うに用 意 してお く こ とが 防災対策 の 基本

で あろ う。

　 3 ， 日本列島の 地震

　 日本列島の ほ ぼ全域 で 地震 が起 こ る。 目本列島は地震や火山の 噴火 でで きた島で あ り、

地震活 動度 の 高 い と こ ろ が 陸 と し て 発達 し た。地震 は地下の岩盤に割れ 目が生 じて ず れ る

運動 で 起 こ る。 割れ 始め の 点 を震源 と呼 ぶ 。 図 4 の M5 の 地震 とい うの は 小 規模な地 震 で

あ るが 、震源が 数キ ロ の 深 さに あ る浅い 地震 の 場合 には 、震源 の す ぐ上の 地表で震度 4 以

上 の 揺れを記録する こ とがあ る。

　 日本列 島 の 陸地 の ど こ に い て も地震 と無縁 で 暮 らす こ と は で きな い とい うこ と が 、図 3

や図 4 か らわか る 。 また 、日本列 島か ら離れ た海域では 浅 い 地震が あ ま り起 こ っ て い な い
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図 6　日本列島 と周辺 の 浅い 地震 （深 さ 0 〜 100km 、M7 以 上）の 分布図 。 1901

　　　年 〜 2000 年の デ ー
タ。 M7 ク ラ ス の 地震は 決 して珍 しい 地震で はな い こ と、近

　　　畿で は内陸部 に多い こ とな どが わ か る。

こ ともわか る 。

　M6 の 浅 い 地 震が起 こ る と、震源 の真 上の 地城で は震 災が生 じる場 合が あ る 。
こ の よ う

な中規模以上 の 地震 は、プ レ
ー

ト境界付近や活断層帯に 多い 。

　 4 ．京阪神地城の 地 震 の 特徴

　地震の 史料か ら検 出 され た比較的規模の 大 きな地震 の データ を も とに地震 の 時空 聞分布

を調べ た結果、近畿中北部 の 活断 層密集地 域の 地震活動に は活動 期 と静穏期が 見 られ、活

動期は 南海 トラ フ に沿 うプ レ ー ト境 界の 巨大 地震の 約 50 年前か ら約 10 年後 まで 続く傾

向が ある こ とがわ か っ て い る 。

　史料お よび近代 の 地震計観測に よ るデー
タか ら、京阪神や 奈良 とその 周辺 地 域の 地震活

動 の 特 徴を 見て 、 こ の 地域 の 震災対策を考 え る うえで 基本的 な情報 となる結果を要約す る

と次の よ うになる。

（1） こ の 地城は 活 断層 の 密集 し て い る地城 の
一

部で あ り、史料 の 分析か ら 、 活断層 の 分

布に対応 し て 内陸 の 浅 い 地震の 発生頻度が 高 い 地域 で あ る 。

（2 ）南海 トラ フ の 巨大 地震は 約 90 〜 150 年の 時間間隔で くり返 し発 生 し、近畿 の 南
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図 7　 715 年以 来の 被害を起 こ した地震 と近代に観測 された 地震 （2000 年末 まで）。

　　　 M6 以 上 の 浅い 地震。

部に は強震動 と津波災害があ る。京阪神や奈良とその 周辺地域に も影響を与 え、こ の 地域

の 揺れ は震度 4 〜 5 強程度で あ り、大阪湾に も津波が あ る ［J

（3 ）こ の 地 城の 活 断層帯の 地震活動に は活動期 と静穏期が あ り、平均的に は 南海 トラ フ

の 巨大地震 の 約 50 年前か ら約 10 年後 まで が活 動期 で ある 。

（4 ）それ ぞれ の 活 動期 にお い て 、南海 トラ フ の 巨大地震は必 ず起 こ り、活断層帯 の 地震

は最近数百年の 歴 史時代 に活動 した 活断 層帯 とは異 な る活断層帯に発 生す る。 したが っ て

後者 の 場合、同 じ場所で の 揺れ方は過去 の 事例 と大き く異なる可能性が 強い。 こ の よ うな

地震 が起 こ ると、震源断層 の 近 くに は震度 7 や震度 6 強の 揺れ が あ り
、

広 域に わた っ て 大

規模な災害が 発 生す る。

（5）地震 発生に は、一般的に規模の 小 さい 地震ほ ど数が 多い と い う性質が あ る。活断 層

帯 に は M6 程度 の 地 震 も多い 。 こ の よ うな地震 は、活断層帯 の 大規模な地震の 余震で あ る

か 長期 の 前駆 的 活動 で あ る場 合 が 多 い が 、そ の 他 に も時空 間的に 散在 し て 分 布す る。M6

程度 の 地震 で あ っ て も震 源 地 域 では 局所的 に は死 者を 出す よ うな被害を もた ら せ る こ とも

あ る。

（6 ）す で に 存在 が 知 られ 、活断層で あ る こ とが 明 ら か な花 折断層帯 南部 、西 山断層 帯 、
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近畿の 活断層と地 震 （M4 以 上 の 浅い 地震、 1961 年か ら 2000 年 まで）。

三 峠断層帯 、 上町断層帯、奈良盆地東縁断層帯な どが震源断層 とな っ た大地震は、発掘調

査や史料か らは、まだ明 瞭に は確認 されて い ない
。

こ れ らの 断層帯 で も、大規模地震 の 発

生時期が 迫 っ て い る 可能性が あ り 、 今後 と も各地で活断層 の 活動履歴の 調査 を進め る こ と

が 重要で ある 。
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